
1 

 

袋文字とは文字の外周に複数の枠線を重ねて作

る文字の装飾手法です。 

太い文字ほど下の階層に配置し、細くなるにつれて上の階層に重ねていきます。 

 

 

 

 

袋文字の作り方 

1・文字の入力 

何はともあれ文字を入力します。  

※今回使用したフォントは『HGP創英角 ゴシックUB』 

 

2・入力した文字をテキストボックスにする 

入力した文字をテキストボックスに変換します。 

 

①  入力した文字を選択して↓  

② [A][挿入]→[テキストボックス]→[横書きテキストボックスの描画]でテキストボックスに変換 

 

3・テキストボックスの枠線をなくす 

テキストボックスにはあらかじめ枠線が付いているので、 

不要な枠線を消します。 

 

① テキストボックスが選択されている状態で↓ 

② [B][図形の書式]→[図形の枠線]→[枠線なし]で枠線を消す↓ 

 

 

 

 

４・テキストボックスを複製する 

今回の袋文字は 3層のテキスボックス   

で構成されるので、必要分複製します。  

 

① [C]テキストボックスが選択されている状態で[ホーム]タブ→

[コピー]をクリック↓ 

 

見映えする袋文字の作り方 

袋文字をつくろう 
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② [D][貼り付け]を 2 回押して合計 3 つにする↓  

それぞれの文字を見やすく移動しておきましょう。 

 ※テキストをクリックしマウスが ctrl を押しテキストに小さい  

＋が表示されたたらドラッグし作成 

 

③ ［E］テキストボックスの枠線部分をドラッグで動かす↓ 

 

 

 

④ [F]もう一つも、テキストボックスを選択してドラッグで動かす↓ 

 

５・それぞれのテキストボックスの書式を変える 

① [G]一番上のテキストボックスの書式変更 

一番上に来るテキストボックスはフォントの色だけ変更します。テキストボックスを選択して、

[ホーム]タブ→[フォント]グループの[フォントの色]で任意の色に変える 

 

 

 

② [H]真ん中のテキストボックスの書式変更 

[I]真ん中の層の文字は「文字の輪郭」を使って白い縁取りを作ります。 

テキストボックスを選択して[図形の書式]→ [文字の輪郭]→[太さ]から 3pt に続けて[文字の

輪郭]から白を選択 

 

 

 

 

 

③ 一番下のテキストボックスの書式変更 

[J]一番下の層の文字も同じように「文字の輪郭」を使って太くし、色も変 

更します 。  

 

[K]テキストボックスを選択して[図形の書式]→[文字の輪郭]→[太さ]から 

6pt に。 

続けて[文字の輪郭]を任意の色に変更します。 

※同じように出来ないという場合は、テキストボックスが正しく選択されていない

可能性があります。 
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６・重なり順を整える 

あとは 3 つのテキストボックスを重ね合わせれば完成なのですが、重なり順が正しくなければ重

ねても意図するようにはなりません。 

「オフジェクトの選択と表示」を使ってそれぞれのテキストボックスの重

なり順を正します。 

① [L]「レイアウト]→[オブジェクトの選択と表示]で選択パネルを表示

↓ 

選択パネルに表示されている項目は文書内に存在するオブジェク 

トの一覧です。 

下にある物ほど下の階層、上にあるものほど上の階層にあります。 

 

[M]階層を変えたいオブジェクトを選択して▼▲のボタンで階層を移動↓ 

 

 

 

 

 

７・テキストボックスを重ね合わせる 

それぞれのテキストボックスを重ね合わせていきます。 

マウスで動かして重ね合わせても良いのですが、ここは「配置」を

使って正確に重ねてみましょう。 

① [N]「選択」パネルで「ctrl」を押しながら 3 つのテキストボ

ックスをひとつずつクリックして 3 つのオブジェクトを選択

↓ 

 

[O]3 つ選択できたところで[レイアウト]タブ→[配置]グループ→[配置]→ 

[上下中央揃え]で上下の中心を揃える 

 

続けて[配置]→[左右中央揃え]で左右の中心を揃えて出来上がり 

 

さいごに3つのテキストボックスをグループ化しておきます。 

3つのテキストボックスを一つのオブジェクトとしてグループ化しておけば場所移動も楽ですね。

[P]それぞれのテキストボックスが選択されている状態で[書式]→[グループ  

化]→[グループ化]↓ 
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